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23号
縄文学の方法－故エバンス氏に捧
げる

上 大平洋を越える大交流 07
初出：『中外日報』1982
(昭和57)年4月21日

24号 003-005
縄文学の方法－故エバンス氏に捧
げる

中 大平洋を越える大交流 0901
初出：『中外日報』1982
(昭和57)年4月23日

号外 「三角縁神獣鏡」問題の新展開 近畿説への衝撃 10 講演録
25号 002-002 慟哭する 故米田保氏に捧ぐ

1982 57

1101

26号 003-004
縄文学の方法－故エバンス氏に捧
げる

下 大平洋を越える大交流 1983 580101
初出：『中外日報』1982
(昭和57)年4月26日

36号 002-002 お願い 1984

昭和

5904-

古田武彦を囲
む会

昭和薬科大学教授就任挨
拶

68号 001-002 「吉野ケ里遺跡」は語る 卑弥呼は微笑んでいだ 0315

70号 001-003 ”吉野ケ里遺跡”のしめした道標 「邪馬台国」畿内説の終焉 0515
『週刊朝日』3-17号から
転記

71－特
集号
001-002 「吉野ケ里遺跡」は語る 卑弥呼は微笑んでいだ 0610 68号から転記

71号 002-003 ”吉野ケ里遺跡”のしめした道標 ２ 「邪馬台国」畿内説の終焉 25
『正論』（1988〈平成元
〉年６月号）から研究会
としてレポートしたもの

72号 001-002 ”吉野ケ里遺跡”のしめした道標 ３ 「邪馬台国」畿内説の終焉 7月→6月？
73号 001-002 ”吉野ケ里遺跡”のしめした道標 ４ 「邪馬台国」畿内説の終焉

07

20

76号 002-003 珠玉の播磨風土記

1989 01

1110
『摂播歴史研究』４号（
1989〈昭和63〉年12月）
より転記

001-001
「邪馬台国徹底論争
」趣意書

古代史討論シンポジウム　趣意書
昭和薬科大学文化史研究
室

91号
001-001 「市民の古代」皆さんに

0301
「邪馬台国徹底論争」趣
意書

97号 001-001 感謝の言葉

1991 03

0901
111号 002-002アジメリア 朝日文庫に還る三書 1992 041101

会報誌 市民の古代ニュース

113号 002-002アジメリア
『古代史・日本国の真実－すべて
の日本国民に捧ぐ』刊行にさいし
て

1993

平成

050101

市民の古代研
究会

古田武彦とともに １集 003-011 母なる探求者 孤独の輯円 1979昭和 540714
古田武彦を囲
む会

001-005 現行の教科書に問う
「邪馬台国」・「日出づる処の
天子」比定に誤りないか

古代の霧の中から 講演録
市民の古代・古田武
彦とともに

２集
089-122

卑弥呼の宮殿の所在と稲荷山鉄剣
問題

1980昭和 550420古代の霧の中から
（卑弥呼の宮殿の
所在）

中谷義男
講演録

市民の古代・古田武
彦とともに－増補版

２集 184-188 家永第三次訴訟と親鸞の奏状 1987昭和 620612 中谷義男

001-020日本書紀の史料批判 「遺隋使」はなかった 講演録
３集
021-035 関東と蝦夷

1981昭和 560410
古代の霧の中から

中谷義男
講演録

001-041 九州王朝の風土記 講演録
042-074 画期に立つ好太王碑 古代の霧の中から 講演録４集
187-189ひろば 宮崎宇史君へ

1982 570523

001-065講演録 筑紫舞と九州王朝 古代の霧の中から

市民の古
代研究会

機関誌

市民の古代・古田武
彦とともに

５集
066-100講演録 法隆寺と九州王朝

1983

昭和

580521

中谷書店

講演録
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５集 192-194ひろば 古田武彦氏と一高校生の往復書簡
『天皇陵古墳』保存と公開に関
する宮内庁の応対をめぐつて

1983昭和 580521 中谷書店 高校生に対する返書市民の古代・古田武
彦とともに

６集 001-041 大化改新と九州王朝 1984昭和 591123 青弓社 講演録

023-060
中国の好太王碑研究の意義と問題
点

講演録

061-081 討論・好太王碑をめぐって
司会：山田宗睦、王健群
・古田武彦・藤田友治

082-100 好太王碑と九州王朝 講演録

７集

155-196 「大王之遠乃朝庭」について

1985 601120

講演録

022-034講演・討論会報告
講演・好太王碑と高句麗文化つい
て

日本列島内分国論と九州王朝 講演録

054-081講演・討論会報告
討論・好太王碑と高句麗文化つい
て

042-052講演・討論会報告 好太王碑と高句麗文化ついて 講演録
054-080講演 楽浪文化について 講演録
143-158講演 多賀城碑について 講演録

８集

163-165
〔書評〕中谷義夫著『大阪史蹟散
歩』

1986 611110

006-059講演録 万葉集と多元史観
120-153講演録 景初四年鏡をめぐって９集
154-197講演録 多元史観の新発見

1987 621030

10集 047-071 金石文と史料批判の方法
黒曜石・稲荷台鉄剣銘・多賀城
碑文など

1988

昭和

631030 10周年記念講演会

006-036講演録 吉野ケ里遺跡の証言
11集
038-064 九州年号 古文書の証言

1989 011030

006-026古田武彦講演録 播磨風土記
12集
027-048古田武彦講演録 「人」話の誕生

1990 021120

006-037古田武彦講演録 大嘗祭と九州王朝の系図
13集
038-052インタビュー 古田武彦「自己を語る」

1991 031120
聞き手・松崎健一郎

14集 005-056古田武彦講演録 歴史と歌の真実 1992 041201 講演録

機関誌

市民の古代

15集 006-061古田武彦講演録 筑紫朝廷と近畿大王 1993

平成

051115

新泉社

講演録
－   --- 合本・市民の古代 １巻 15 〔第１～４集〕
－   --- 合本・市民の古代 ２巻

1988昭和 6311
30 〔第５～７集〕

市民の古
代研究会

書物 機関誌
－   --- 合本・市民の古代 ３巻 1991平成 031210

新泉社
〔第８～10集〕

市民の古
代研究会
・泉州

書物 講演録 －   --- 古田武彦講演録 1990平成 0202
市民の古代研
究会・泉州

30号 004-004
〔古田先生の新説による〕柿本人
麻呂の鴨山

1992 0409 ツアー旅行の説明

41号
001-003
008-010

古田武彦先生　独占インタビュー 09

42号 001-007 古田武彦先生　独占インタビュー
1994 06

11
43号 013-013 学問の大道 01 43号EXTRA

47号 016-016
エバンス夫人（ﾍ゙ﾃ･
J･ﾒｶ゙ ｽー゙女史）来日
記念講演

「縄文の国際交流」記念事業　趣
意書

07

東方史学会（会長　古田
武彦）・縄文文化研究会
（世話人代表　平野貞夫
）

49号 016-016 深謝の言葉

1995 07

12

52号 003-003 お迎えする言葉 1996 08
10
 

57号 002-003 火山爆発の中の歴史 1997 0909
59号 004-007 弥生神殿「雲宮」の出現 黒塚・応答と共に 02

古田武彦
と古代史
を研究す
る会

会報誌 Tkyo古田会News

60号 002-003 天皇木簡の歴史的意義 「吉田吟味」の再検討と共に
1998

平成

10
03

古田武彦と古
代史を研究す
る会
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67号
006-009
,022

閑中月記  1閑中月記〔第一回〕 05
「君が代」を深く
考える

68号 002-005閑中月記  2王仲珠説の行方 07
「君が代」を深く
考える

69号 008-009閑中月記  3「筑紫、正倉院」の発見 09
「君が代」を深く
考える

001-003
,022

閑中月記  4毀誉褒貶 和田喜八郎さんに捧ぐ
「君が代」を深く
考える

70号
021-021書評 藤田友治著『三角縁神獣鏡』

1999 11

11
『古田史学会報』３４号
より転記

71号 002-006閑中月記  5筑後礼賛 正倉院と鬼夜 01
72号 002-003閑中月記  6ローマ法王 03

73号
008-009
,016

閑中月記  7難波の源流 05

006-009
,020

閑中月記  8火中の栗
74号
015-015 『九州王朝の論理』について

07
自薦文

75号 002-005閑中月記  9さわやかな応答 09
76号 002-005 つばする天空 藤田氏の著作への書評に代えて

2000 12

11

77号
002-005
,022

閑中月記 10神の手の論証 01

78号
002-003
,018

閑中月記 11転用の法隆寺 03

79号
002-003
,020

閑中月記 12非歌の真実 弟橘比売 04

80号 004-007閑中月記 13泰山の夢 06

81号
002-003
,020

閑中月記 14待望の一書 08

82号 001-004閑中月記 15文殊の旅

2001 13

11
83号 001-004閑中月記 16荒神 01
84号 001-005閑中月記 17佐原レジメ 03
85号 001-002 古田武彦著作集序文
86号 002-007閑中月記 18奴隷神 続、佐原レジメ

05

86号 001-005閑中月記 19神護石談話 07
87号 001-004閑中月記 20狗奴国 09
88号 001-005閑中月記 21中国往来

2002 14

11
89号 002-003閑中月記 22ウラジオストック 01
90号 002-005閑中月記 23スミソニアン 03
91号 001-005閑中月記 24吉山旧記 07
92号 001-005閑中月記 25顔回 09
93号 001-003閑中月記 26ロシア

2003 15

11
002-004閑中月記 27国家の選挙
016-018 言素論 ロシアからの報告

94号
018-020

2003年度　日本思想
史学会　報告レジメ

稲荷山鉄剣銘文の新展開について 「関東磯城宮」拓出と全面調査
01

001-003閑中月記 28福音
95号
003-006 不在のキリスト Ⅰ パピルス文書の史料批判

02

001-003 不在のキリスト Ⅱ 私の原点
96号
014-016閑中月記 29コプト語

05

001-003閑中月記 30訪れ
97号
003-007 不在のキリスト Ⅲ

07

001-003閑中月記 31角川文庫

古田武彦
と古代史
を研究す
る会

会報誌 Tkyo古田会News

98号
003-008 不在のキリスト Ⅳ

2004

平成

16

09

古田武彦と古
代史を研究す
る会
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001-004閑中月記 32立花隆
99号
018-020 不在のキリスト Ⅴ

2004 1611

001-003閑中月記 33炎上実験
100号
021-025 不在のキリスト Ⅵ

01

001-004閑中月記 34松本健一
101号
004-007 不在のキリスト Ⅶ

03

001-005 八面大王論 １
102号
017-020閑中月記 35大前和秀

05

004-007 八面大王論 ２
103号
009-011閑中月記 36ケンブリッジ

07

001-005 八面大王論 ３
104号
009-011閑中月記 37訃報

09

001-003 八面大王論 ４
105号
009-012閑中月記 38史料批判と同時代経験

2005 17

11

001-005 八面大王論 ５
106号
009-012閑中月記 39乃木希典批判

01

001-004 九州王朝の史料批判
『学士会会報』857号(20
06-Ⅱ)より転載

107号
012-013閑中月記 40「万世一系」の史料批判

03
同内容『古田史学会報』
73号に掲載

006-009閑中月記 41創刊『なかった』批判
108号
013-016 八面大王論 ６

05

001-004閑中月記 42原田夏子さん
109号
011-015 八面大王論 ７

07

001-004閑中月記 43ウラジオストク行
110号
013-016学問論 １ 古代史と現代

09

001-003閑中月記 44「いじめ」の真相
111号
012-014学問論 ２ 古代史と現代

2006 18

11

002-004学問論 ３ 寛政原本の出現
112号
014-016閑中月記 45「いじめ」の運命

01

001-003学問論 ４ 寛政原本の内実
113号
016-018閑中月記 46本音の教育論

03

001-005学問論 ５ 寛政原本のリトマス試験紙
114号
011-013閑中月記 47卜部日記

05

001-003 東奥日報人ささぐ
115号
012-013閑中月記 48ソクラテスの弁明 １

07

001-003学問論 ６ 寛政原本と福沢諭吉
116号
008-010閑中月記 49ソクラテスの弁明 ２

09

001-004閑中月記 50金印の入口
117号
011-015学問論 ７ ホメロスとソクラテス

2007 19

11

016-019学問論 ８ 　－
118号
019-022閑中月記 51科研と土建

01

017-019閑中月記 52手術のあと
119号
019-023人間からの問い 1東国原知事へ （学問論第八回につづく）

03

023-024閑中月記 53古田武彦　古代史コレクション
120号
024-029 新、立正安国論 池田大作氏に与うるの書

05

001-003学問論 ９ 岩波文庫をめぐって
121号
014-016閑中月記 54時代の真相

07

010-013学問論 10続・岩波文庫をめぐって
122号
017-019閑中月記 55軍事汚染

09

001-004閑中月記 56飛鳥研究実験

古田武彦
と古代史
を研究す
る会

会報誌 Tkyo古田会News

123号
017-019学問論 11日本思想史批判

「万世一系と」論と現代メディ
ア

2008

平成

20

11

古田武彦と古
代史を研究す
る会
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009-013閑中月記 57週刊朝日の「邪馬台国」論 １
124号
013-022学問論 12日本道

01

009-013閑中月記 58週刊朝日の「邪馬台国」論 ２
125号
013-023学問論 13日本批判

03

001-005閑中月記 59西松建設事件
126号
005-009学問論 14

日本車（にほんしゃ・和訓ひのも
とぐるま）

05

001-003閑中月記 60真の「天の声」
127号
003-007学問論 15銅鐸論

07

001-002閑中月記 61続・銅鐸論
128号
003-006学問論 16

尺寸（せきすん）の地に我に与え
よ

「ヒロシマ」の記念塔
09

001-004閑中月記 62柿本人麿
129号
004-007学問論 17天皇陵 歴史的象徴論

2009 21

11

002-006閑中月記 63神籠石の証明 古代山城論
130号
006-007学問論 18沖縄問題の本質 新国防論

01

001-006閑中月記 64日本戦略
131号
006-010学問論 19歴史への提言

03

001-002閑中月記 65知己あり、三郡誌
132号
002-005学問論 20自殺論

05

001-004閑中月記 66吉本隆明の証言
133号
004-006学問論 21冤罪論

07

001-003閑中月記 67黒澤明の発見 「白痴」
134号
003-004学問論 22原水爆論

ヒロシマ・ナガサキはアウシュ
ヴィッツである。

09

001-003閑中月記 68坂本竜馬の夢
135号
003-007学問論 23教育立国論 すべての政治家に告ぐ

2010 22

11

002-008閑中月記 69一週間はなぜ七日間か バイブル論
136号
008-012学問論 24日出ずる処の天子 憲法論

01

001-004閑中月記 70真実の神と虚偽の神
137号
004-006学問論 25「沖縄よ」

03

001-004閑中月記 71なぜ政治に関心がないか 原発全廃論をめぐって
138号
004-006学問論 26「史料批判」の史料批判

05

001-007閑中月記 72古代高度防災施設について 真実の出発
139号
008-011学問論 27国破れて原発残る

07

001-003閑中月記 73本居信長批判
140号
004-006学問論 28万世一系論

09

001-005閑中月記 74続、本居信長批判
141号
005-008学問論 29人間の道理 「生球論」

2011 23

11

002-006学問論 30真実の三角縁新獣鏡
142号
006-009閑中月記 75続、本居信長批判

01

001-005学問論 31「古代史ムラ」の成立 原発全廃論
005-010閑中月記 76告ぐ 石原都知事閣下143号
010-011古田武彦と一問一答

03

001-004学問論 32日本と人間の誇り 小出裕章論
144号
004-006閑中月記 77「天下を深うする」 日本語の深化

05

001-008学問論 33太宰府から出土した「評制木簡」
145号
009-013閑中月記 78「和田家文書」の真偽をめぐって 上

07

001-005学問論 34「邪馬壹国」の本質
146号
005-008閑中月記 79「和田家文書」の真偽をめぐって 中

09

001-003学問論 35「記・紀」の本質
147号
003-008閑中月記 80「和田家文書」の真偽をめぐって 下

2012 24

11

古田武彦
と古代史
を研究す
る会

会報誌 Tkyo古田会News

148号 002-006学術論文 「男系男子」の史料批判 2013

平成

2501

古田武彦と古
代史を研究す
る会
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分　　類

中項目 小項目

会報誌・機関誌等

名称 号数 頁

論　　文

見出し
見出
明細

題名
題名
明細

副題

発行年月日

西暦 元号 年 月 日
所収書物 発行者 備考

148号 007-009閑中月記 81「仲哀・神功紀」の史料批判 01
001-004学問論 36知の開国

149号
004-005閑中月記 82「文献」とは何か

03

001-003学問論 37「学問論」の理論的考察
150号
003-005閑中月記 83安陪首相に捧げる

05

001-004学問論 38「幸せな時代」の古代史研究
151号
004-006閑中月記 84原発と「大化の改新」

07

001-006学問論 39待望の一稿
張莉「『倭』『倭人』について
」152号

007-009閑中月記 85尚韓主義への道 川上論文と共に
09

007-009学問論 40「三角緣神獣鏡」研究の出発点
153号
010-011閑中月記 86すぐれた著作 草野氏の新著を論ず

2013 25

11

002-004学問論 41明日の死 当面する課題と共に
154号
004-006閑中月記 87今生に会う 日本の知己

01

001-004学問論 42「靖国神社」の真実
155号
004-006閑中月記 88日本の珠玉

03

001-003学問論 43「地獄」批判
156号
003-004閑中月記 89老年と学問

05

001-004学問論 44愛理学（フィロロギイ）
157号
004-005閑中月記 90吉原賢二氏

07

001-005学問論 45プラトンとの対話
158号
005-007閑中月記 91ソクラテスとの対話

09

001-003学問論 46戦争論 Ｂ５→Ａ４
159号
003-004閑中月記 92累卵の推定

2014 26

11

002-004学問論 47「国立、和田孝季記念館」の成立
160号
004-005閑中月記 93批判の本質

01

001-002学問論 48最期の学問論
002 断念

会報誌 Tkyo古田会News

161号
003-004閑中月記 93最期の閑中月記

2015

平成

27
03

古田武彦と古
代史を研究す
る会

－   --- 幻の祝詞誕生 古代史の実像を追う 1988昭和 630515 新泉社

自著
－   --- 古田武彦と「百問百答」 2006平成 181001

古田武彦と古
代史を研究す
る会

共著 －   --- 神武歌謡は生きかえった 古代史の新局面 1992平成 040625 新泉社 十周年記念論文集

講演録 －   --- 開かれた多元史観の道 諸種の新発見を追って 1993平成 051205
古田武彦と古
代史を研究す
る会

講演：1992.10.04

－   ---
古田武彦・古代史へ
の探求

１ 俾弥呼の真実 0310

－   --- 史料批判のまなざし ２ 史料批判のまなざし 15
  --- 史料批判のまなざし ３ 現代を読み解く歴史観

－
  ---

古田武彦が語る多元
史観

４ 現代を読み解く歴史観 燎原の火が塗り替える日本史

2013 25
04
30

古田武彦
と古代史
を研究す
る会

書物

自著

－   ---
古田武彦・古代史へ
の探求

５ 古田武彦と「百問百答」 2015

平成

270420

ミネルヴァ書
房

平成18年発行の改訂版

市民古代
史の会

書物 共著 －   --- 津軽が開く古代 東北王朝と歴史への道 1991平成 030801 新泉社

52号 004-006 心ある人々に告ぐ 九州の人に 1994 061113
54号 001-001 学問の大道 1995 070211

67号 004-007 『日本のはじまり』をめぐって
「多元的古代・九州」の皆さん
へ

1996 081109
九州古代
史の会

会報誌
多元的古代・九州ニ
ュース

69号 001-010 竹林談話 『目多利思比孤』の史料批判 1997

平成

090118

多元的古代・
九州
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分　　類

中項目 小項目

会報誌・機関誌等

名称 号数 頁

論　　文

見出し
見出
明細

題名
題名
明細

副題

発行年月日

西暦 元号 年 月 日
所収書物 発行者 備考

002-003 決定的一級史料の出現
「寛政奉納額」の「発見」によ
って東日流外三郡誌「偽書説」
は消滅

1号

004-005 和田家文書をめぐって 「和田喜八郎偽作」説の問題点

0630

講演会レジュメ
3号 002-003 探究道々 0818

2号 001-003 和田家文書は真作である 「偽作」論者への史料批判
「偽作」論者への史料批
判

3号 004-008 大和桜の反証 日本のドレフェス事件

1994 06

1103

5号 001-001 学問の大道 0226

6号 007-007古田武彦が読む
『日本の神話を考える』上田正昭
著

0426 書評

7号 007-007古田武彦が読む
『邪馬台国への道』朝日新聞西部
本社編

0625 書評

8号 002-003 北海道を知る 0815

9号 002-002
「縄文の国際交流」記念事業設立
趣意書

0925
エバンス夫人来日記念講
演会

11号 001-001 深謝の言葉

1995 07

1225
001-004 和田家絵画の史料批判 和田家文書

14号
004-007 「筆跡鑑定」の史料批判〔序説〕 反論理を問う

0601

15号 002-003 史料批判の方法について
建長二年文書（三夢記）をめぐ
って

0815

001-001
出雲銅鐸に関するデ
スクリサーチ

神武ショックと銅鐸埋納 古田武彦氏との電話インタビー
島根県加茂岩倉遺跡の銅
鐸、多元16号から転載

17号
007-007 出雲紀行

使うための「×」とつかわない
ための「×」

1996 08

1228

19号 008-008 故秋田一季御霊に捧ぐ 0429
23号 001-002竹林問答 芭蕉隠密拒絶説の発見

1997 09
1228

30号 008-008 李白の詩に寄せて 0202
『古田武彦講演録"98の
補遺

31号 008-008 プロジェクト貨幣研究 １回 0401 富本銭

001-004
「日の丸」と「君が代」の歴史と
自然認識について

現代の政治家に寄す
33号
005-006 プロジェクト貨幣研究 ２回

0808

004-004 プロジェクト貨幣研究 ３回

011-011書評
藤田友治著『三角縁神獣鏡－その
謎を解明する－』

34号

012-012 和田喜八郎氏に捧ぐ 1999、9月28日、午前4時、永眠

1011

35号 008-010 高良山の「古系図」
「九州王朝の天子」との関連を
めぐって

1999 11

1212

36号 001-004 「両京制」の成立 九州王朝の都城と年号論 0214
『古代に真実をも
とめて』第９集

001-005 村岡典嗣論 時代に抗する学問
38号
016-016

『九州王朝の論理（共著）』自薦
文

0612

40号 001-008 日本国家に求める 箸墓発掘の学問的基礎 1011
001-007 天皇陵の軍事的基礎 Ⅰ

41号
013-016 つばする天空 藤田氏の著作への書評に代えて

2000 12

1212
藤田友治著『魏志倭人伝
の解明－西尾幹二「国民
の歴史」を批判する』

001-002 真実と歴史と国家 二十一世紀の初めに

古田史学
の会

会報誌 古田史学会報

42号
007-010

戦前戦後の古代史観の変化につい
て

古代史ブームをめぐって
2001

平成

130222

古田史学の会

『オイルロード』2000年
8月号より転載、インタ
ビュー
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分　　類

中項目 小項目

会報誌・機関誌等

名称 号数 頁

論　　文

見出し
見出
明細

題名
題名
明細

副題

発行年月日

西暦 元号 年 月 日
所収書物 発行者 備考

43号 001-003 天皇陵の軍事的基礎 Ⅱ 0422
001-003 銅鏡の軍事的意義 考古学者の回答を求める

013-0142001年4月12日
浙江大学日本文化研究所訪問記念
「講演要旨」44号

014-0152001年4月16日
北京外国語大学日本学研究センタ
ー訪問記念「講演要旨」

0606

45号 001-002 教科書の聖域 「新しい歴史教科書」批判 0801
46号 001-003 靖国参拝の本質 「結恨横死」論

2001 13

1005
001-005 教科書犯罪 本報五十回を記念して

50号
006-006 古田武彦著作集序文

0601

51号 001-006 偽書の史料批判 二つの偽書論 0808

52号 012-016 倭（ヰ）人と蝦（クイ）人

2002 14

1001
新年懇親会(2002)での講
演録、HP「新・古代学の
扉」より転載

54号 001-002 歴史の曲り角 １ ウラジオストックの「発見」 0211
55号 003-005 歴史の曲り角 ２ 重層地名学 0401
56号 001-006 歴史の曲り角 ３ 魏志倭人伝の史料批判 0608

59号 001-002
2003年度日本思想史
学会　報告レジメ

稲荷山鉄剣銘文の新展開について 「関東磯城宮」拓出と全面調査

2003 15

1203

63号 016-016森嶋通夫氏に捧げる 弔辞 木村氏に答えて 0808
66号 001-004 批判のルール 飯田・今井氏に答える

2004 16
0601

67号 001-005 森嶋通夫氏を偲ぶ 木村氏に答えて 0601
69号 015-015 「新東方史学会」新発足の報告 0808
70号 016-016 悲痛の弔文 藤田友治氏に捧げる 1007
001-001 宣言 新東方史学会、設立のために

71号
015-016 和田家資料３ 藤本光幸さんを弔う

2005 17

1208

73号 001-002 「万世一系」の史料批判 0412
同内容『Tkyo古田会News
』107号に掲載

74号 001-002 『なかった』の創刊にさいして 「磐井の乱」造作説の徹底
2006 18

0606
81号 001-004 寛政原本と古田史学 2007 190815
85号 001-006 アガメムノン批判 冨川さんの反論に答えて 0408
87号 001-004 「遠近法」の論理 再び冨川さんに答える 0812
88号 001-004 生涯最後の実験

2008 20
1015

93号 001-003 仏像論 0812
95号 001-004 時の止まった歴史学 岩波書店に告ぐ

2009 21
1207

100号 001-003 忘れられた真実 １００号記念によせて 1008
101号 001-003 九州王朝終末期の史料批判 白鳳年号をめぐって

2010 22
1201

114号 001-003 「高天原」の史料批判 0208
115号 001-002追悼 中嶋嶺雄君に捧ぐ 0408
116号 001-003 「古田史学」の理論的考察 0606
117号 001-003 「いじめ」の法則 続、「古田史学」の理論的考察 0815
118号 001-003 古田史学の真実 西村論稿批判 1010
119号 001-002 続・古田史学の真実 切言

2013 25

1210

会報誌 古田史学会報

127号 016 断言 2015

平成

270415

古田史学の会

019-040 明治体制における信教の自由
初出：『日本思想史研究
３』

１集
145-150 人間の認識

死んだ兵士の残したものは、こ
われた銃とゆがんだ地球

1996 080315

047-072 学問の方法について 歴史学と自然科学との間
古田武彦教授退職記念最
終講義録

古田史学
の会

機関誌 古代に真実を求めて

２集
074-095

アウグスト・ベエクのフィロロギ
イの方法論について〈序論〉

1998

平成

101030

古田史学の会
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分　　類

中項目 小項目

会報誌・機関誌等

名称 号数 頁

論　　文

見出し
見出
明細

題名
題名
明細

副題

発行年月日

西暦 元号 年 月 日
所収書物 発行者 備考

２集 160-252
和田家文書「偽作」説に対する徹
底批判

筆蹟学から「偽鑑定」を正す 1998 101030 和田家文書

009-014 日本に問う ローマ法王に応じて
３集
015-034 原爆投下の論理責任について アメリカ大統領の前に

2000 121130

003-005巻頭言に代えて 真実と歴史と国家 二十一世紀のはじめに
011-037 箸墓発掘の学問的基礎 日本国家に求める
038-060 天皇陵の軍事的基礎

４集

061-119 ヒロシマの史料批判

2001 131010

008-058講演記録 神と人麻呂の運命
初出：古田史学会報43号
(2001年4月)

059-067 天皇陵の軍事的基礎（Ⅱ）５集

068-075
外国人記者クラブ講
演報告

日本の原理主義批判 天皇家に先行する九州王朝

2002 140710
初出：東京古田会NEWS82
号

６集 009-054講演記録 神話実験と倭人伝の全貌 2003 150410
009-053講演記録 歴史の曲り角と出雲弁 人類の古典批判

７集
054-083講演記録 王朝の本質 九州王朝から東北王朝へ

2004 160415

009-050講演記録 「磐井の乱」はなかった ロシア調査報告書と共に
051-097講演記録 原初的宗教の資料批判 トマス福音書と大乗仏教

８集
098-113 伊勢神宮の成立

ウェリンツカヤ　エリェナ教授
の求めに応じて

2005 170330

009-059講演記録 「釈迦三尊」なかった

060-119講演及び対談記録 古今和歌集
第１部対談・古賀達也、
第２部講演

123-139
ミレニアム記念特別
寄稿

「両京制」の成立 九州王朝の都城と年号論
『古田史学会報』36号よ
り転載

９集

140-152 高良山の「古系図」
「九州王朝の天子」との関連を
めぐって

2006 180331

011-015古田氏感想 天恵

023-086講演記録 「万世一系」の史料批判
九州年号の確定と古賀新理論の
展望１０集

087-106
 

講演記録 八面大王の謎

2007 190331

011-063
 

講演記録 寛政原本と学問の方法

064-086
 

講演記録 人類と日本古代史の運命 歪んだ教科書１１集

089-102
 

寛政原本と古田史学

2008 200331

011-061
 

講演記録 九州王朝論の独創と孤立について
１２集
065-077
 

生涯最後の実験
2009 210325

１３集
010-067
 

講演記録 日本の未来 日本古代史論 2010 220425

010-056
 

講演記録
『古事記』と『魏志倭人伝』の史
料批判

古田史学の会・新年賀詞
交換会

１４集
057-083
 

講演記録 神篭石の史料批判 古代山城論
2011 230331

久留米大学公開講座

010-051
 

講演記録 三国志全体序文の発見ほか
古田史学の会・新年賀詞
交換会

古田史学
の会

機関誌 古代に真実を求めて

１５集
052-071
 

講演記録 九州王朝新発見の現在
2012

平成

240331

古田史学の会

久留米大学公開講座
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分　　類

中項目 小項目

会報誌・機関誌等

名称 号数 頁

論　　文

見出し
見出
明細

題名
題名
明細

副題

発行年月日

西暦 元号 年 月 日
所収書物 発行者 備考

１５集
072-080
 

九州王朝終末期の史料批判 白鳳年号をめぐって 2012 240331 久留米大学公開講座

010-051
 

講演記録 最近の話題から
古田史学の会・新年賀詞
交換会

古代に真実を求めて
１６集
052-092
 

講演記録 真実の学問とは 邪馬壹国と九州王朝論
2013

平成
251201

古田史学の会

愛知サマーセミナー

010-014
 

米寿によせて
古田氏感想

米寿に臨んで 歴史と学問の方法

026-068
 

講演記録 「邪馬壹国」の本質と史料批判
古田史学の会・新年賀詞
交換会

古代に真実を求めて
－古田武彦先生米寿
記念特集－

１７集

070-108
 

講演記録 歴史の中の再認識
論理の導くところへ行こうでは
ないか－たとえそれがいずこに
至ろうとも

2014平成 260825 古田史学の会

古田史学の会・新年賀詞
交換会

011-036
 

講演記録 深志から始まった九州王朝
松本深志高等学校教育会
館

機関誌

古代に真実を求めて
－盗まれた「聖徳太
子」伝承－

１８集
038-047
 

インタビュー
家永三郎先生との聖徳太子論争か
ら四半世紀を経て

2015平成 270325 古田史学の会

古田史学
の会

書物・
講演録

古田武彦講演集'98 －   --- 1999平成 110114 古田史学の会

 1号 002-003 生涯の探究をともに お祝の言葉 1995 0706
会発足に対するお祝の言
葉

古田史学
の会・北
海道

会報誌
古田史学会・北海道
ニュース

5号 001-010 日本のはじまり
「東日流外三郡誌』抜きに日本
国の歴史を知ることはできない

1996
平成
0807

古田史学の会
・北海道

 1号 007-007HISTORIAE １ 盲点 0625
002-003 寛政の宝剣額出現の意義について 聞き手・高田かつ子

 2号
005-005HISTORIAE ２ 人間とは生きた史料だ

0803

 3号 004-004HISTORIAE ３ 学問の醍醐味 1003
 4号 005-005HISTORIAE ４ 科学調査

1994 06

1203
005-005 学問の大道

 5号
HISTORIAE ５

0203

003-003中村幸雄氏を悼む 弔文
 6号
006-006HISTORIAE ６ 室戸汽船にて

0406

7号 002-003HISTORIAE ７ 知られざる人間国宝 0601
9号 002-003HISTORIAE ９ エバンス夫人来る 1001
10号 002-003HISTORIAE 10深謝の言葉

1995 07

1205
12号 001-003 東京十二年 「新たな論理の冒険」へ 0403

13号 002-002 さようなら
定年退職にさいし昭薬生に贈る
言葉

06

14号 001-002 「あずまはや」の分析 08
001-005 穂高紀行

16号
005-006 出雲銅鐸に関するデイクリサーチ

1996 08

12 古田武彦氏との電話イン
タビュー

17号 001-003 出雲紀行 02
古田史学会報第１７号よ
り転載

18号 001-005 新宮紀行
1997 09

04
23号 001-004 大君は神にしませば 黒塚・芭蕉・万葉 02
24号 001-003 九州」の成立－旧唐書 歴史は志にて知るべきものなり 04
25号 001-003 九州の探求 06

26号 001-005 九州の論理
朝夕の竹林に王維の詩を吟味し
つつ

08

28号 001-004 虹の光輪

1998 10

12

多元的古
代研究会

会報誌 多元

29号 001-005緊急寄稿 曲水の宴 「富本銭」の論証 1999

平成

1102
「君が代」を深く
考える

「多元的古代
」研究会・関
東
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分　　類

中項目 小項目

会報誌・機関誌等

名称 号数 頁

論　　文

見出し
見出
明細

題名
題名
明細

副題

発行年月日

西暦 元号 年 月 日
所収書物 発行者 備考

30号 001-005 天子の貨幣 正倉院文書の証言 04
「君が代」を深く
考える

31号 001-005 藤原宮の断層 正倉院文書の根本批判 06
「君が代」を深く
考える

32号 001-006寄稿 四重の評決 08
「君が代」を深く
考える

001-006寄稿 南の「評」と北の「郡」
「君が代」を深く
考える

006-006緊急寄稿 和田喜八郎さん弔す
008-009プロジェクト 貨幣研究 2回

33号

011-011プロジェクト 貨幣研究 3回

10

34号 001-006 日本書紀の秘密 魏と魏の間

1999 11

12
「君が代」を深く
考える

35号 001-006 丁亥の吉野 白村江の軍事史の出発点 02
36号 001-004 人麿原歌 04
001-005 殺された陵墓

37号
017-017

『九州王朝の論理（
共著）』

自薦の言葉
06

38号 001-008 狂心の天皇 08
39号 001-007 新万葉学の本質 10

40号 001-004 つばする天空
藤田氏の著作への諸費用に代え
て

2000 12

12

藤田友治著『魏志倭人伝
の解明－西尾幹二著「国
民の歴史」を批判する－
』

41号 001-009 人麿原歌 Ⅱ 倭島から大和島根 02
42号 001-005 「を・に」の史料批判 04
001-007 神前丁重語（「謙語」）の成立

009-010
浙江大学日本文化研究所訪問記念
「講演要旨」

2001年4月12日
43号

010-011
北京外国語大学日本学研究センタ
ー訪問記念「講演要旨」

2001年4月16日

06

44号 001-004 南朝陵墓の徹底論証 上 08
45号 001-005 南朝陵墓の徹底論証 中 10
46号 001-007 南朝陵墓の徹底論証 下

2001 13

12
47号 002-006記・紀の構造 １ 筑紫恋歌 01
48号 001-004記・紀の構造 ２ 降臨以後 03
49号 001-009記・紀の構造 ３ 神武実在 05

50号
001-006
   

日本軍事史 天孫降臨 06

51号 001-007 倭人伝の全貌 １ 後漢書倭伝の独自史料 09
52号 001-004 倭人伝の全貌 ２ 魏志と後漢書の間

2002 14

11
53号 002-005 倭人伝の全貌 ３ 耶馬国と東てい人 01
54号 001-004 ウラジオストックの史料批判 出雲弁と東北弁 03
55号 001-008 アメリカ大陸の史料批判 05
56号 001-006 「１４Ｃ」の五月二十日 07

57号 001-004 歴史年代の矛盾
「年輪測定年代」と「１４Ｃ」
再論

09

001-003 言素論 Ⅰ ロシアからの報告

003-005
古代日本とウラジオストックとの
交流について

地名と言語考古学
58号

012-013
２００３年度日本思
想史学会　レジメ

稲荷山鉄剣銘文の新展開について 「関東磯城宮」拓出と全面調査

2003 15

11

多元的古
代研究会

会報誌 多元

59号 001-006 言素論 Ⅱ 2004

平成

1601

「多元的古代
」研究会・関
東
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分　　類

中項目 小項目

会報誌・機関誌等

名称 号数 頁

論　　文

見出し
見出
明細

題名
題名
明細

副題

発行年月日

西暦 元号 年 月 日
所収書物 発行者 備考

60号 001-005 言素論 Ⅲ 03
61号 001-005 言素論 Ⅳ 05
62号 001-005 言素論 Ⅴ 07
63号 002-005 言素論 Ⅵ 09
64号 001-003 言素論 Ⅶ

2004 16

11
65号 002-006 言素論 Ⅷ 01
66号 001-005 空白の出雲

2005

平成

17
03

「多元的古代
」研究会・関
東

67号 001-005 言素論 Ⅸ 05
002-003 高田さんに捧ぐ

68号
005-009 原初イエス論 １

07

69号 001-004 原初イエス論 ２

2005 17

09
70号 001-004 「府君論」 井真成の史料批判 11
71号 001-004 原初イエス論 ３ 01
72号 001-004 原初イエス論 ４ 03
73号 001-004 原初イエス論 ５ 05
74号 001-004 言素論 Ⅹ 07
75号 001-004 「ユダの福音書」 ダ・ヴィンチ・コード 09
76号 001-004 言素論 ⅩⅠ

2006 18

11
77号 001-004 言素論 ⅩⅡ 01
78号 001-003 言素論 ⅩⅢ 03

79号 001-005 言素論
ⅩⅠ
Ⅴ

05

001-004 古事記命題
80号
017-019 寛政原本の内実

東京古田会ニュース「学問論（
第４回）」より転載

07

81号 001-004 言素論 ⅩⅤ 09

001-003 言素論
ⅩⅤ
Ⅰ

82号
013-015

転載・「学問論（第
六回）」

寛政原本と福沢諭吉

2007 19

11
東京古田会ニュースNo11
6より転載

83号 002-004 言素論
ⅩⅤ
Ⅱ
アイヌ語 01

84号 001-002 言素論
ⅩⅤ
Ⅲ

03

85号 001-003 国家論 曾野綾子さんへ 05
86号 001-003 続・国家論 07
87号 001-003 赤十字都市への「ピカ」 09

88号 001-003言素論
ⅩⅠ
Ⅹ
部落言語学 Ⅰ

2008 20

11

89号 002-005言素論
ⅩⅩ
　
部落言語学 Ⅱ 01

90号 001-005言素論
ⅩⅩ
Ⅰ
部落言語学 Ⅲ 03

91号 001-003言素論
ⅩⅩ
Ⅱ
部落言語学 Ⅳ 05

001-002 「邪馬台国」の自由討議について 歴史民俗博物館
92号
018-022言素論

ⅩⅩ
Ⅲ
部落言語学 Ⅴ 「君が代」について

07

93号 001-004言素論
ⅩⅩ
ⅠⅤ

いぬひと・隼人王朝論 09

94号 001-004言素論
ⅩⅩ
Ⅴ
縄文王朝

2009 21

11

多元的古
代研究会

会報誌 多元

95号 002-007 被差別部落の本質 2010

平成

2201

多元的古代研
究会
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分　　類

中項目 小項目

会報誌・機関誌等

名称 号数 頁

論　　文

見出し
見出
明細

題名
題名
明細

副題

発行年月日

西暦 元号 年 月 日
所収書物 発行者 備考

96号 001-005言素論
ⅩⅩ
ⅤⅠ

登頂「邪馬壹国」 倭人伝への挑戦 03

97号 001-003言素論
ⅩⅩ
ⅤⅡ

「騎馬民族論」 05

98号 001-003 日本思想論 07
99号 001-005 靖国神社論 奇兵隊の未来 09

100号 002-010
多元100号記念
古田武彦氏特別講演
記録

歴史と国家の未来 前半 多元論

2010 22

11

101号 002-004言素論
ⅩⅩ
ⅤⅢ

尖閣諸島の歴史批判 2011 2301

006-010
多元100号記念
古田武彦氏特別講演
記録

歴史と国家の未来 後半 多元論
101号

011-013
日本思想史学会・発
表

歴史と国家の未来 多元論

2010 2211
2010年度大会報告、岡山
大学

102号 001-002言素論
ⅩⅩ
ⅠⅩ

尖閣諸島の歴史批判 03

103号 001-002 それは天恵だった 「想定外の」の論理批判 05
104号 001-003 黒船に克つ 日本の道 07
105号 001-006 竹島論 歴史の真実 09
106号 001-005 竹島論 第二 鬱陵島をめぐって

2011 23

11
107号 001-005 日韓友好の礎 竹島問題の中で 01

108号 001-003元素論

ⅩⅩ
ⅠⅩ
（29
）

会稽山 中国の中の日本文化 03

109号 001-003元素論
ⅩⅩ
Ⅹ（
30）

「琉球・沖縄観」の再検証 上 小玉正任氏へ 05

110号 001-005元素論

ⅩⅩ
ⅩⅠ
（31
）

「琉球・沖縄観」の再検証 下 小玉正任氏へ 07

111号 001-003元素論

ⅩⅩ
ⅩⅡ
（32
）

「日本の歴史の怖い話」 前田論稿論 09

112号 001-004元素論

ⅩⅩ
ⅩⅢ
（33
）

「尖閣･竹島」批判 イデオロギー論議を排す

2012 24

11

113号 002-004元素論

ⅩⅩ
ⅩⅠ
Ⅴ（
34）

元素論の本質 01

多元的古
代研究会

会報誌 多元

114号 001-003元素論

ⅩⅩ
ⅩⅤ
（35
）

元素論の新展開

2013

平成

25

03

多元的古代研
究会

- 13 -



分　　類

中項目 小項目

会報誌・機関誌等

名称 号数 頁

論　　文

見出し
見出
明細

題名
題名
明細

副題

発行年月日

西暦 元号 年 月 日
所収書物 発行者 備考

115号 001-003元素論

ⅩⅩ
ⅩⅤ
Ⅰ（
36）

「元素論」の理論的考察 05

116号 001-003元素論

ⅩⅩ
ⅩⅤ
Ⅱ（
37）

トルコと日本 続、「元素論」の理論的考察 07

001-003元素論

ⅩⅩ
ⅩⅤ
Ⅲ（
38）

チクシとシベリア 多元横浜読書会への応答と共に
117号

003-004 メガーズ女史の逝去を悼む

09

001-002元素論
ⅩL
（40
）
チクシ再論 鈴木浩氏の論文をめぐって

元素論（39）を飛ばして
表示118号

002-003 トマス福音書の再史料批判

2013 25

11

119号 002-004元素論
ⅩL
Ⅰ（
41）

元素論のバイブル批判 01

120号 001-003元素論
ⅩL
Ⅱ（
42）

日本語の戦慄 03

121号 001-002元素論
ⅩL
Ⅲ（
43）

海流言語 05

122号 001-002 文書犯罪 07
123号 001-003 わたしの歴史認識 正木宏君との対話 09
124号 001-002 すべての言語は方言である

2014 26

11
125号 001-002 日本国民の天皇陵 01

001-002元素論

ⅩL
ⅠⅤ
（44
）

海鳴りを越えた「日本の真実」
126号

002 『断念』

03

127号 001 パラオ訪問記 05
128号 001-002 『最終埋葬地』

会報誌 多元

129号 001-002 真実と虚爲 Ⅰ

2015

平成

27

07

多元的古代研
究会

－   --- 古代歌謡の画期線 失われた古今・万葉の本質 1999平成 110721
「多元的古代
」研究会・関
東

－   ---
古田武彦氏特別講演
会

演題「茫たり五十年」 寛政原本出現と親鸞 2007 190915
平成19年 4月19日特別講
演録

多元的古
代研究会

書物 講演録

－   ---
多元的古代研究会発
足二十周年記念出版

古田武彦先生講演録 2014
平成
260820

多元的古代研
究会

３会場での記念講演録

003-004
「東海の古代」１０
０号記念論集『古代
への碑』

寛政原本の真相
古田史学
の会・東
海

書物 共著

005
「東海の古代」１０
０号記念論集『古代
への碑』

天子小論

2009平成 210601
古田史学の会
・東海

016-020 これは己の字ではない 砂上の和田家文書「偽作」説古田史学
団体

機関誌 新・古代学 １集
026-040 東北の真実 和田家文書概観

1995平成 070705 新泉社
東日流外三郡誌の世界
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分　　類

中項目 小項目

会報誌・機関誌等

名称 号数 頁

論　　文

見出し
見出
明細

題名
題名
明細

副題

発行年月日

西暦 元号 年 月 日
所収書物 発行者 備考

041-058 累代の真実 和田家文書研究の本領

090-095 エラズマス・ダーウィンと進化論
ロンドンのキング・ヘレとの往
復書簡

098-129 上岡龍太郎が見た古代史
対談：上岡龍太郎・古田
武彦

132-145 鉄検査のルール違反 谷野満教授への切言
和田家文書「偽書説」に
対する反論書

146-157 貴方は何処へ行くのか 桐原氏へ
158-170 「宝剣額」研究序説 和田家文書の信憑性
171-181 寛政宝剣額の「再利用」について 史料批判
182-183 学問の大道
184-200 大和桜の反証 日本のドレフュス事件
201-217 ギリシャ祭文の反証 奇想天外の「偽作」説

１集

218-223 三つの質問状
和田家文書「偽作」論者に対し
て

1995 070705

045-069 〔対談〕地球物理学と古代史 北村泰一・古田武彦
072-086 和田家文書の中の新発見 和田家文書の検証

087-106 和田家文書筆跡の研究
明治二年の「末吉筆跡」をめぐ
って

107-123 筆跡の科学的検証
156-163 遠方より来る 張偉氏の来信 古田史学の検証

２集

207-214 縄文ストーンの公理 日英対照の論理

1996 080731

『昭和薬科大学紀要』30
号より転載

008-030
対談『奥の細道』芭蕉自筆本の真
偽をめぐって①

山本唯一・古田武彦

031-061
対談『奥の細道』芭蕉自筆本の真
偽をめぐって②

櫻井武次郎・古田武彦

132-138 歴史ビックバン
「学士会会報」816号か
ら転載

182-185
和田家文書訴訟の最終的決着につ
いて

和田家文書をめぐる裁判
経過

232-241 半田「鑑定書」に対する批判 和田家文書裁判に対する

242-249 報告書
五戸弁護士に、裁判の各
争論についての意見を記
載

３集

254-264 陳述書
斎藤陳述書〔甲二八四号証〕に
ついて

1998 100731

五戸弁護士

008-054対談 虹の架け橋 倫敦と京都の対話 森嶋通夫・古田武彦
４集
080-097講演録 『万葉集』は歴史をくつがえす

1999 111115

５集 006-055 三角縁神獣鏡の史料批判 三角縁人獣鏡論 2001 130320
６集 006-043 神武古道 歴史学の本質 2002 140310

008-049鼎談
『「君が代」は九州王朝の賛歌』
をめぐって

西村俊一・溝口貞彦・古
田武彦

052-052 新たな発見 鼎談の感想
078-089 『東日流外三郡誌』序論 日本を愛する者に

７集

090-118講演録 私の学問研究の方法 魏志倭人伝の世界

2004 160120

006-036 村岡学批判 日本思想史学の前進のために
037-068 浅見光彦氏への”レター”

古田史学
団体

機関誌 新・古代学

８集
070-087講演録 新しい探求の出発

「磐井の乱」・バイブルをめぐ
って〈要約〉

2005

平成

170315

新泉社

000-000 序言 巻末に中国語訳
001-010連載 古田による古代通史 １

新東方史
学会

機関誌 なかった 創刊号
011-034学界批判 九州王朝論 白川勝氏に答える

2006平成 180530
ミネルヴァ書
房
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分　　類

中項目 小項目

会報誌・機関誌等

名称 号数 頁

論　　文

見出し
見出
明細

題名
題名
明細

副題

発行年月日

西暦 元号 年 月 日
所収書物 発行者 備考

035-045研究発表
『大化改新新詔の信憑性』(井上
光貞氏)の史料批判

平成17年10月30日、日本
思想史学会大会発表論文

046-052連載 敵祭 １ 松本清張さんへの書簡
053-058 中言 巻末に中国語訳
073-073 弔文 故藤本光幸氏
077-085読者へ 若き読者への回答 宮崎宇史さんへ

150-157 オロチ語 １ 簡約ロシア語＝オロチ語辞典
はじめに・解題を著述、
訳：松本郁子

創刊号

159-159 末言

0530

巻末に中国語訳
000-000 序言 巻末に中国語訳

001-012三つの学界批判

九州王朝の門柱(太宰府)
九州年号の木簡(芦屋市)
「国引き神話」の新理論(ウラジ
オストク)

013-028講演 太田覚眠と「トマス福音書」 １
2004.11.13-14、大学セ
ミナーハウス講演

029-042連載 古田による古代通史 ２
043-049連載 敵祭 ２ 松本清張さんへの書簡
051-053 中言 巻末に中国語訳
064-069読者へ 高校生への回答 中島原野(松本深志高校生)君へ
070-078読者へ 先輩への御回答 浅野雄二さんへ

２号

171-171 末言

2006 18

1220

巻末に中国語訳
000-000 序言

001-015
特集「東日流外・内
三郡誌」寛政原本の
出現

秋田孝季論

022-032講演
太田覚眠と「トマスによる福音書
」

２
2004年11月13･14日、大
学セミナーハウスにて

033-042連載 古田による古代通史 ３
043-049連載 敵祭 ３ 松本清張さんへの書簡
051-053 中言

086-088書評
田口利明『九州王朝と日本の古代
』を読む

089-091書評
松本郁子『太田覚眠と日露交流』
を読む

３号

163-163 末言

2007 190530

000-000 序言

001-014
得集　最近の南米調
査

南米の古代日本語地名

027-040学界批判
『古事記のひみつ』著者、三浦佑
之氏へ

041-048講演 親鸞の伝承と史料批判 2007年7月8日、大谷大学にて
049-053連載 古田による古代通史 ４
054-059連載 敵祭 ４ 松本清張さんへの書簡
061-061 中言
076-082書評 『和田家資料』（１～４）を読む

083-086書評 『志賀島・玄海島』を読む
福岡市埋蔵文化財調査報告書第
３９１集

087-091読者へ 読者への回答 吉村徹さんへ
092-096読者へ 読者への回答 平松健さんへ

４号

179-179 末言

0210

000-000 序言

新東方史
学会

機関誌 なかった

５号
001-036総力特集 大化改新批判

2008

平成

20

0630

ミネルヴァ書
房
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分　　類

中項目 小項目

会報誌・機関誌等

名称 号数 頁

論　　文

見出し
見出
明細

題名
題名
明細

副題

発行年月日

西暦 元号 年 月 日
所収書物 発行者 備考

037-040連載 古田による古代通史 ５
041-049連載 敵祭 ５ 松本清張さんへの書簡
051-051 中言
081-084読者へ 編集者への回答 田村研平さんへ
085-087読者へ 読者への回答 深津栄津さんへ

機関誌 なかった ５号

191-191 末言

2008平成 200630
ミネルヴァ書
房

書物・
自著

学会未回答の二十八
命題

－   --- 2001平成 131008 新東方史学会

新東方史
学会

書物・
講演録

東方の史料批判 －   --- 2001平成 131207 新東方史学会
『「邪馬台国」はなかっ
た』発刊三十周年記念講
演会講演録
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